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前  奏 黙想 

讃 美 歌  11 あめつちにまさる 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  コヘレトの言葉 11:1 

         ヨハネによる福音書 6:51 

讃 美 歌  132 めぐみにかがやき 

説  教 『 十字架前夜のこと 』 

祈  禱 

讃 美 歌  515 十字架の血に 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄  544 あまつみたみも 

祝  禱   後  奏        

 

日本基督教団の多くの教会では聖餐式を年に 14～5 回執り行っている。八ヶ岳教会では三つの祭り

と宗教改革記念日で随分少ない。カトリック教会や聖公会では礼拝毎に聖餐式を行う。聖餐に与るに

は受洗の有無で区分けされるが、初期教会もそうだったかは、年代や地域や状況が異なるので一様で

はない。聖餐には、数千人の共食のおもかげがありつつも、十字架前夜の晩餐の継承が第一だと思う。 

「わたしは天から降って来た生きたパンである。このパンを食べるならば、その人は永遠に生きる。

わたしが与えるパンとは、世を生かすためのわたしの肉のことである(ﾖﾊﾈ 6:51)」。普通に聞けば比喩

だな、と分りそうなものだが、ユダヤ人たちは「そのままの意味」と捉えて激昂していく(6:52)。す

るとイエスは「はっきり言っておく。人の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたたちの内に

命はない(6:53)」と火に油を注ぐようなことを言う。こんな表現を使うと、弟子たちでさえ「実にひ

どい話だ。だれがこんな話を聞いていられようか(6:60)」となり、「弟子たちの多くが離れ、もはやイ

エスと共に歩まなくなった(6:66)」。こうしてイエスの弟子は、グッと絞られた者だけになった。 

「天から降って来た生きたパン(6:51)」は最後の晩餐の時、弟子たちに分かち与えられる。その前

にイエスは弟子たち全員の足を洗い(13:4~5 奴隷の仕事)、それから彼らに「御自分の肉」としてパン

を分かち与え、皆がそれを食べた。だがイスカリオテのユダは「パン切れを受け取ると、すぐ出てい

った。夜であった(13:30)」。つまりユダは「世を生かすためのイエスの肉(6:51)」を食べなかった。 

「このところ自分はクリスチャンとしてふさわしくなかったので聖餐を辞退します」という人に会

ったことがある。なんと敬虔な、と感心し、次の瞬間、なんという傲慢か、と怒りを覚えた。こりゃ

まるでユダじゃないか。イエスが「この上なく愛し抜かれた」弟子であり(13:1)、汚れた足まで洗っ

てもらいながら、イエスの命を差し出されても「食べない」とは、なんと不遜で傲慢な信仰なのか。 

洗礼を受けている者が聖餐に与り、未受洗者は与ることはない、という教会制度は真実ではないか

もしれない。しかし「この上なく愛され(13:1)」、キリストに足を洗ってもらっている自分だと分るな

ら洗礼を受けるだろう、という判断は妥当ではないか。とはいえ中には、キリストの恵みの大きさよ

りも、自分の敬虔さや納得を優位とするおかしなキリスト者もいる。そんな偽敬虔の信仰に陥るくら

いなら、キリストを信じようと信じまいと、どっちでもいいじゃないかと思う。十字架と復活が不可

解でも、聖餐に与り「天から降って来た生きたパン(6:51)」がその身に響けばいいじゃないか、と。

しかしそれでも、キリストの愛と十字架の赦しを、自分の内に覚えた上で、聖餐に与ってほしい。 

「あなたのパンを水に浮かべて流すがよい。月日がたってから、それを見いだすだろう(ｺﾍﾚﾄ 11:1)」。

こうした恵みの受け方もあると思う。月日を経て洗足の愛が分かるような。ところがユダは、キリス

トの愛と赦しよりも、自分の納得を優先させて自死した(ﾏﾀｲ 27:3~5)。愛は裏切りを凌駕し、赦しは

収賄よりも大きいのに。他の弟子も五十歩百歩だが(26:21~22)、サタンはユダに働いた(ﾖﾊﾈ 13:27)。 

「ふさわしくないまま主のパンを食べ、杯を飲む者は、罪を犯す(Ⅰｺﾘﾝﾄ 11:27)」。「ふさわしさ」と

は洗礼の有無ではない。キリストの愛と赦しが、私たちのいかなる悪事や罪よりも大きいと悟ること。 

洗礼を受けて回心し 足を洗われて清められる そこから 清められた自分を奉る信仰者も現れる 

するとどうか 自ずとキリストの愛と赦しは引き下げられる 救いの中に堕落 天国の中に地獄か 

本日 2:30～山梨分区役員研修会(愛宕町教会)。2/28(水)1:00～2:00 聖研・祈祷会(集会所)。

2/29(木)10:00～11:00韮崎教会で世界祈祷日の祈禱会。これに参加してみたい方は牧師まで。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

e ﾒｰﾙは komechan.olive @ gmail.com  HP は「日本基督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


